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四
年
間
に
わ
た
る
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
は
来
年
十
二
月
末
に
交
渉
期
限
が
迫
り
、
農
業
交
渉
は
最
終
決
着

を
め
ざ
し
て
最
大
の
山
場
を
迎
え
て
ゐ
る
。 

ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
グ
ル
ー
プ
の
十
月
會
合
に
お
い
て
、
米
國
は
全
て
の
輸
入
制
限
を
關
税
化
し
、
十
年
間
で
廃

止
、
米
國
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
条
項
に
よ
る
輸
入
制
限
や
Ｅ
Ｃ
の
可
変
課
徴
金
、
ガ
ッ
ト
十
一
条
二
項
の
（
Ｃ
）(

自
由

化
例
外
規
定)

な
ど
の
廃
止
や
國
家
貿
易
の
規
律
の
強
化
な
ど
を
内
容
と
す
る
提
案
を
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

提
案
は
、
各
國
の
農
業
政
策
を
一
律
的
に
削
減
し
や
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
國
の
自
然
條
件
の
違
ひ
、
農
業

の
果
し
て
ゐ
る
多
様
な
役
割
、
社
會
的
・
政
治
的
な
情
勢
の
違
ひ
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
非
現 

標
題
の
件
に
關
し
、
以
下
質
問
す
る
。 
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四 
實
的
で
、
到
底
受
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
萬
一
、
こ
の
よ
う
な
提
案
が
通
る
な
ら
ば
、
穀
物
の
自
給
率
が

30
％
に
も
低
下
し
て
ゐ
る
わ
が
國
に
と
っ
て
は
、
國
内
農
業
の
生
産
基
盤
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
困
難
と
な
り
、

國
内
の
地
域
經
濟
だ
け
で
は
な
く
、
食
料
安
保
や
環
境
保
全
な
ど
に
も
、
長
期
的
に
重
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に

な
る
。 

か
か
る
市
場
開
放
の
壓
力
が
強
ま
る
な
か
で
、
農
業
交
渉
の
決
着
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
米
の
市
場
開
放
が
求

め
ら
れ
か
ね
な
い
と
と
も
に
、
脱
脂
粉
乳
、
澱
粉
の
輸
入
制
度
お
よ
び
牛
肉
な
ど
の
輸
入
關
税
に
も
深
刻
な
影
響

が
及
ん
で
く
る
で
あ
ら
う
。 

政
府
は
、
今
後
の
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
に
あ
た
り
、
わ
が
國
農
業
の
も
つ
特
殊
性
を
充
分
認
識
し
、
「
米
の
自
由 

 

化
反
對
に
關
す
る
國
會
決
議
」
を
踏
ま
へ
毅
然
た
る
態
度
で
對
處
す
べ
き
で
あ
る
。
所
見
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


